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編
集
者

　
　
　
　
福
島
市
中
町
五
番
二
十
一
号

　
　
　
　
福
島
県
消
防
会
館
内

公
益
財
団
法
人  

福
島
県
消
防
協
会

　
　
　
　

電
話（
福
島
）

（522）
五
九
七
四

印
刷
人

　

福
島
市
南
矢
野
目
字
萩
ノ
目
裏
一
―
一

　
　
　
　

村
　
山
　
広
　
一

　
　
　
　

電
話（
福
島
）

（553）
四
六
〇
〇

福島県消防協会公式 HP
http://zfsk.or.jp/

お
う
ち
時
間

　
家
族
で

点
検
　
火
の

始
末

令
和
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

六
月
二
十
二
日
に
令
和
三
年
度

福
島
県
消
防
協
会
表
彰
旗
を
飯
舘

村
の
「
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
愛

館
」
に
お
い
て
、
飯
舘
村
消
防
団

　

十
月
五
日
（
火
）
に
令
和
三
年
度
福
島
県

消
防
殉
職
者
等
慰
霊
祭
を
福
島
県
消
防
学
校

内
「
殉
職
消
防
組
員
之
碑
」
前
に
お
い
て
執

り
行
い
ま
し
た
。

　

例
年
、
慰
霊
祭
は
福
島
県
消
防
大
会
の
前

日
に
消
防
大
会
の
開
催
地
に
お
い
て
、
ご
遺

族
や
ご
来
賓
の
参
列
を
い
た
だ
き
執
り
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
二
年
つ
づ
け
て
消
防
大
会
が

中
止
と
な
っ
た
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
、
県

消
防
協
会
長
等
役
員
が
参
列
し
て
執
り
行
い

ま
し
た
。

　

福
島
啓
嗣
消
防
協
会
長
が
殉
職
者
百
二
十

八
名
の
御
霊
を
奉
納
し
、「
安
全
・
安
心
で

住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
精
進
邁

進
す
る
こ
と
こ
そ
、
尊
霊
の
御
遺
徳
に
報
い

る
道
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も
な
お
一
層
努
力

を
惜
し
ま
な
い
こ
と
御
霊
の
前
で
謹
ん
で
お

誓
い
申
し
あ
げ
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

こ
の
後
福
島
会
長
の
献
花
に
続
き
、
参
列

者
全
員
が
献
花
し
、
慰
霊
祭
を
終
了
し
ま
し

た
。

に
授
与
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
福
島
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

は
、
六
月
四
日
に
相
馬
市
民
会
館
に
お
い

て
、
第
七
十
四
回
福
島
県
消
防
大
会
の
席
上

で
行
う
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
大
会
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
協
会
表
彰
旗
は
成
績

抜
群
に
し
て
他
の
模
範
と
な
る
消
防
団
に
対

し
て
授
与
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
飯
舘

村
消
防
団
は
日
頃
の
防
火
防
災
活
動
と
と
も

に
、
各
種
講
習
、
訓
練
の
積
極
的
な
実
施
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
福
島
県
消
防
協
会
定
例
表
彰
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◦
表
彰
旗　

飯
舘
村
消
防
団

◦
竿
頭
綬　

一
三
分
団

◦
功
績
章　

一
七
二
名

◦
精
勤
章　

五
五
一
名

◦
退
職
団
長
感
謝
状　

九
名

◦
退
職
団
員
感
謝
状　

五
二
五
名

◦
一
般
感
謝
状　
　
　

三
名

　

表
彰
状
の
伝
達
は
、
福
島
県
消
防
協
会
各

支
部
を
と
お
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
表

彰
者
の
名
簿
は
福
島
県
消
防
協
会
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

福
島
県
消
防
殉
職
者
等
慰
霊
祭

令和
３年度

― 表彰旗は飯舘村 ―
令和３年度 福島県消防協会定例表彰
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東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
記
憶
や
教
訓
を

伝
え
る
「
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

伝
承
館
」
が
開
館
し
て
一
年
と
な
り
ま
し

た
。

　

伝
承
館
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か

ら
北
へ
約
四
キ
ロ
、
双
葉
町
中
野
地
区
に

あ
り
、
地
上
三
階
建
て
、
延
べ
五
千
二
百

五
十
六
平
米
。
福
島
県
が
経
験
し
た
地

震
、
津
波
、
そ
し
て
原
発
事
故
に
よ
る
複

合
災
害
の
過
酷
な
実
態
を
、
展
示
品
と
と

も
に
動
画
、
証
言
等
で
過
酷
な
災
害
の
実

態
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

伝
承
館
を
訪
問
し
た
日
、
双
葉
町
出
身

の
女
性
の
方
が
語
り
部
を
し
て
お
り
、
震

災
発
生
時
、
原
発
事
故
で
の
避
難
生
活
、

そ
し
て
故
郷
へ
の
想
い
を
熱
く
語
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
に
は
津
波
に
よ
り
大
破
し
た
消
防

車
両
が
展
示
し
て
あ
り
、
津
波
の
威
力
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
幸
い
に
し

て
、
こ
の
消
防
車
両
に
乗
車
し
、
避
難
を

呼
び
か
け
て
い
た
団
員
は
無
事
避
難
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

伝
承
館
で
は
震
災
と
原
発
事
故
の
厳
し

か
っ
た
状
況
、
長
期
化
す
る
原
発
事
故
対

応
を
知
る
と
と
も
に
、
双
葉
町
を
訪
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
今
ま
さ
に
行
わ
れ
て
い
る

復
興
活
動
と
事
故
前
の
日
常
を
取
り
戻
す

ま
で
の
長
い
道
の
り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

是
非
、
震
災
と
原
発
事
故
と
の
複
合
災

害
、そ
の
復
興
状
況
を
実
感
す
る
た
め
に
、

伝
承
館
と
双
葉
町
を
訪
れ
て
み
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館

　

令
和
三
年
五
月
十
二
日
（
水
）
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
、（
公
財
）
福
島
県
消
防
協
会

の
定
時
評
議
員
会
が
、
杉
妻
会
館
で
、
評
議

員
十
一
名
、
理
事
八
名
、
監
事
二
名
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
令
和
二
年
度
事
業
報
告
・
決
算

及
び
令
和
三
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
が

審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
評
議
員
二
十
一
名
中
九
名
か
ら
辞

任
届
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
理
事
会

か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
補
欠
候
補
九
名
に
つ
い

て
、
全
員
異
議
な
く
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
理
事
三
名
か
ら
も
辞
任
届
が
提
出
さ

れ
、
理
事
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
補
欠
候
補

が
全
員
異
議
な
く
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
く
選
任
さ
れ
た
役
員
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

令
和
三
年
度

定
時
評
議
員
会
開
催

新
理
事
・
新
評
議
員
紹
介

○
新
理
事�

（
敬
称
等
略
）

　

永
沼　

一
夫
（
石
川
町
消
防
団
長
）

　

安
藤　

昭
夫
（
福
島
市
消
防
本
部
消
防
長
）

　

橋
本　

仁
信
（
郡
山
地
方
広
域
消
防
本
部
消
防
長
）

○
新
評
議
員

　

堀　
　

幸
司
（
伊
達
市
消
防
団
長
）

　

石
井　

公
義
（
三
春
町
消
防
団
長
）

　

六
角　

武
志
（
猪
苗
代
町
消
防
団
長
）

　

小
島　
　

純
（
三
島
町
消
防
団
長
）

　

須
田　

勝
茂
（
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部
消
防
長

）

　

鈴
木　

富
康
（
い
わ
き
市
消
防
本
部
消
防
長
）

　

菅
原　

照
見
（
相
馬
地
方
広
域
消
防
本
部
消
防
長
）

鈴 木 庸 平

福島支社　福島市岡島字長岬６−７
　　　　　　☎024（572）3663㈹

福 島 支 店　☎024（572）6414㈹
郡 山 支 店　☎0248（72）2020㈹
いわき支店　☎0246（58）4081㈹
会 津 支 店　☎0242（24）3455㈹
相双営業所　☎0244（24）3255㈹
本宮営業所　☎0243（63）2660㈹
白河営業所　☎0248（22）7125㈹

自動車東北株式会社
本
社
郡
山
支
店

　

郡
山
市
安
積
町
笹
川
字
峰
田
五
ノ
一

　
　

☎
〇
二
四
―
九
四
五
（
代
）
一
六
六
五

福
島
支
店

　

福
島
市
荒
井
北
二
丁
目
一
―
一

　
　

☎
〇
二
四
―
五
九
三
（
代
）
〇
三
三
三

い
わ
き
支
店

　

い
わ
き
市
小
名
浜
島
字
渡
地
六
番
地
一

　
　

☎
〇
二
四
六
―
五
八
（
代
）
八
一
八
一

白
河
支
店

　

西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
中
核
工
業
団
地
三
一
一
―
一

　
　

☎
〇
二
四
八
―
五
四
（
代
）
一
〇
三
五

会
津
営
業
所

　

会
津
若
松
市
神
指
町
大
字
北
四
合
字
横
沼
東
二
〇
―
一

　
　

☎
〇
二
四
二
―
三
七
（
代
）
二
二
三
三

相
双
営
業
所

　

相
馬
市
柚
木
字
大
関
七
二
―
五

　
　

☎
〇
二
四
四
―
三
六
（
代
）
〇
三
八
五 会津若松市建福寺前１－25
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令
和
三
年

春
の
叙
勲（
消
防
関
係
）

　

全
国
の
受
章
者
は
、
六
一
四
名
（
瑞
宝
小

綬
章
三
九
名
、
旭
日
双
光
章
五
名
、
瑞
宝
双

光
章
八
〇
名
、
瑞
宝
単
光
章
四
九
〇
名
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
発
令
三
・
四
・
二
十
九
）

　

福
島
県
関
係
で
は
、
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

●
瑞
宝
小
綬
章
（
一
名　

敬
称
等
略
）

◦
元
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

�

消
防
正
監　

桑
原　

常
義

●
瑞
宝
双
光
章
（
四
名　

敬
称
等
略
）

◦
元
飯
舘
村
消
防
団�

団
長　

荒　
　

利
喜

◦
元
富
岡
町
消
防
団�

団
長　

猪
狩　

富
行

◦
元
伊
達
市
消
防
団�

団
長　

佐
藤　

良
一

◦
元
白
河
市
消
防
団�

団
長　

邊
見　

友
雄

●
瑞
宝
単
光
章
（
十
四
名　

敬
称
等
略
）

◦
元
川
内
村
消
防
団�

団
長　

猪
狩　
　

丈

◦
元
喜
多
方
市
消
防
団�

団
長　

磯
部　

英
世

◦
元
会
津
若
松
市
消
防
団�

副
分
団
長　

岩
橋　

直
晴

◦
元
古
殿
町
消
防
団�

団
長　

小
澤　

昌
男

◦
元
い
わ
き
市
消
防
団�

副
団
長　

後
藤　

好
一

◦
元
福
島
市
消
防
団�

副
団
長　

斎
藤　

勝
夫

◦
元
二
本
松
市
消
防
団�

団
長　

菅
澤　

傳
治

◦
元
浅
川
町
消
防
団�

団
長　

須
藤　

謙
一

◦
元
川
俣
町
消
防
団�

分
団
長　

田
代　

弘
美

◦
元
福
島
市
消
防
団�

副
団
長　

舩
山　

榮
一

◦
元
い
わ
き
市
消
防
団�

副
分
団
長　

箕
輪　

敏
彦

◦
元
南
会
津
町
消
防
団�

副
団
長　

室
井　

一
雄

◦
元
田
村
市
消
防
団�

副
団
長　

吉
田　

忠
房

◦
元
金
山
町
消
防
団�

副
分
団
長　

林　

靜
雄

令
和
三
年

春
の
褒
賞（
消
防
関
係
）

　

全
国
の
受
章
者
は
、
一
〇
八
名
（
紅
綬
褒

章
四
名
、
黄
綬
褒
章
八
名
、
藍
綬
褒
章
九
六

名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
発
令
三
・
四
・

二
十
九
）

　

福
島
県
関
係
で
は
、
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

●
藍
綬
褒
章
（
六
名　

敬
称
等
略
）

◦
現
三
春
町
消
防
団�

副
団
長　

赤
井　

幸
夫

◦
現
飯
舘
村
消
防
団�

団
長　

赤
石
澤　

傳

◦
現
塙
町
消
防
団�

副
団
長　

佐
藤　

悦
雄

◦
現
富
岡
町
消
防
団�

団
長　

末
永　

博
幸

◦
現
平
田
村
消
防
団�

副
団
長　

鈴
木　
　

孝

◦
現
会
津
若
松
市
消
防
団�

副
分
団
長　

若
林　

謙
一

第
三
十
六
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

（
消
防
関
係
）

　

全
国
の
受
章
者
は
、
六
三
一
名
（
瑞
宝
双

光
章
三
一
四
名
、
瑞
宝
単
光
章
三
一
七
名
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
発
令
三
・
四
・
二
十
九
）

　

福
島
県
関
係
で
は
、
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

●
瑞
宝
双
光
章
（
十
名　

敬
称
等
略
）

◦
元
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

�

消
防
監　

安
齋　

貞
夫

◦
元
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

�

消
防
監　

伊
東　

正
則

◦
元
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

�

消
防
監　

大
八
木
健
弘

◦
元
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

�

消
防
監　

草
刈　
　

薫

◦
元
福
島
市�

消
防
監　

香
野　
　

幸

◦
元
い
わ
き
市�

消
防
監　

四
家　

修
市

◦
元
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

�

消
防
監　

髙
宮　
　

健

◦
元
い
わ
き
市�

消
防
司
令
長　

蛭
田　

都
克

◦
元
伊
達
地
方
消
防
組
合

�

消
防
監　

福
地　

君
夫

◦
元
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

�

消
防
監　

山
田　

善
久

●
瑞
宝
単
光
章
（
二
名　

敬
称
等
略
）

◦
元
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

�

消
防
監　

阿
部　

好
夫

◦
元
福
島
市�

消
防
司
令
長　

宍
戸　

一
也

　福島県消防協会では消防団

の PRと火災予防の普及啓発

を推進するために、マスコッ

トキャラクターを作成し、名

前を募集いたしました。

　協会の理事会において応募作品を検討し

ふくはっぴぃに決定いたしました。多数の応募
ありがとうございました。

　これから、福島県消防協会の広報担当となる

ふくはっぴぃをよろしくお願いいたします。

　ふくはっぴぃのキャラクターを使用したい場合

は、福島県消防協会事務局までご連絡ください。

「ふくはっぴぃ」を
よろしくお願いします!!

　また、ふくはっぴぃが

活躍する「防災手ぬぐい」

を、消防団のイベント、

研修会などで使用したい

ときは、提供いたします。

アルミ製蓄圧式
粉末消火器

（機器協会員）

普通免許対応車両総重量3.5未満
CD－I型 ミラクルLight

〒983-0043　仙台市宮城野区萩野町３丁目８番55号
仙 台 支 店　TEL.022-238-6461
東北営業部　TEL.022-238-4771

トーハツ消防ポンプ

白河市字大鳥居橋前83−14
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消火器・シバウラ消防ポンプ・
消防ホース・各種消防防災用品・
火報設備・避難設備・消防設備
保守点検設備

東部産業㈱自動車部
いわき市（26）5401

和田自動車㈱� 郡山市（943）3400
㈲豊和防災サービス
� 会津若松市（27）7878



福 島 消 防 新 聞 令和3年4月〜令和3年9月合併号（4）第448号

今後の福島県消防大会、全国大会等の開催予定
福島県消防大会 福島県殉職者慰霊祭 全国消防操法大会 全国女性消防団員活性化大会

令和
３
年度

第73回福島県消防大会
（相馬市）
→　中止

令和２年度福島県殉職者
等慰霊祭（相馬市）
→規模を縮小し、消防学

校慰霊碑前で実施

第28回全国消防操法大会
（千葉県）
→　中止

第26回全国女性消防団員
活性化大会（徳島県）
→　中止

令和
４
年度

第74回福島県消防大会
（須賀川支部管内）

令和４年度福島県殉職者
等慰霊祭（須賀川市）

第29回全国消防操法大会
（千葉県）

第27回全国女性消防団員
活性化大会（徳島県）

令和
５
年度

第75回福島県消防大会
（喜多方支部管内 ※）

令和５年度福島県殉職者
等慰霊祭

（消防大会開催地）

第25回全国女性消防操法
大会（東京都）

第28回全国女性消防団員
活性化大会（石川県）

※令和５年度以降の開催地については、慣例により記入。正式には前年度の県消防協会理事会において決定します。
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加入対象者　消防団員、消防職員
共 済 期 間　１年間
出　資　金　２口200円
掛金と共済金

■火災共済金としてのお支払い

■風水雪害等共済金としてのお支払い

■地震等災害見舞金を給付

R３．２．13 福島県沖地震 給付実績（R３．９．30現在）
地震等災害見舞金　10,320,000円

　　（福島市など８市町） 406名

自分も安心　仲間も安心　みんなで加入しましょう !!

　消防団員等福祉共済では、新型コロナウイルス感
染症に関連する共済金の支給について、宿泊療養・
自宅療養の特例措置が設けられています。

■ケース１
　新型コロナウイルス感染症と診断され、
病院に入院して治療を受けた場合。
　退院後に、通常の入院見舞金請求を申請
してください。
〔申請に必要な書類〕
　⑴　「消防団員等福祉共済共済金支払請求書」
　⑵　「入院証明書兼障害診断書」または、「病院発行の診断書等」

■ケース２
　新型コロナウイルス感染症と診断され、保健
所等の行政機関の管理下で自宅療養をした場合。
　７日以上の宿泊療養・自宅療養の場合、１日
あたり1,500円が支給されます。
〔申請に必要な書類〕
　⑴　「消防団員等福祉共済共済金支払請求書」
　⑵　「宿泊・自宅療養証明書（新型コロナウイルス感染症専用）」
　※所定の様式に、保健所等の証明が必要となります。

■ケース３
　公務としての消防団活動が原因で濃厚接触者と判断され、保健
所から自宅療養・就業制限を指示された場合。
　７日以上の宿泊療養・自宅療養の場合１日あたり1,500円（最大
14日間）が支給されます。

※ケース３は、消防団員だけの特例措置です。
〔申請に必要な書類〕
　⑴　「消防団員等福祉共済共済金支払請求書」
　⑵　「新型コロナウイルス感染症に関わる「濃厚接触者」について（報告）」
　※⑵の内容によっては、保健所等の書類が必要となる場合があります。
《注意》
　この特例措置は、新型コロナウイルス感染症について、政府の
法整備や状況によって、変わる場合があります。
　必ず、申請する前に消防事務担当者にご相談ください。

『消防団員等福祉共済』の
新型コロナウイルス感染症対応について

少ない掛金で大きな補償の
「Ｂ型火災共済」

契約口数・掛金 共　済　金
５口・　500円  75万円
10口・1,000円 150万円
15口・1,500円 225万円
20口・2,000円 300万円
25口・2,500円 375万円

契約口数
損害の程度及び給付金

全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊
５口 一律２万円 対象外
10口以上 10万円 ７万円 ５万円 ２万円

火災

風災

水災 雪災

破裂
・
爆発

車両
飛び込み

飛行機
墜落

落雷

代　表　夏 井 一 樹
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いわき市内郷綴町金谷15番地４
　　　　　 ☎　0246（26）5401

東部産業株式会社自動車部

TEL 024（943）3400㈹
FAX 024（943）3873


